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　平成24年度にアグリパーク農業体験センターの管理運営業務を受託して既に10カ月が経過しようとしています。まだ、管理者の生ごみ市民会議について知らない方のために団体に関して簡単にお話しします。
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和光生ごみ市民会議の紹介
■事業活動■
生ごみ堆肥化＆有機野菜栽培　　　　　　　　
☆ 家庭から出た生ごみ（有機資源）を集めて、
生ごみ処理機で堆肥化しています。

☆ 堆肥化された肥料を、新倉の循還美葉農園に施し、
 ジャガイモ・長ネギ・スナップえんどう・絹さや、

 秋には大根・蕪・小松菜・ほうれん草などの野菜
 を無農薬で栽培しています。
アグリパーク農業体験センターの管理運営　　
☆ 平成２４年４月からアグリパーク農業体験セ
 ンターの管理・運営を受託し活動しています。
　 市民農園の管理運営のほか、様々なイベントを

 企画・開催しています。
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生ごみリサイクルシステム
～生ごみ堆肥化をしています～







　　「わこうっち」� eq \o\ac(○,c)�和光市　　　　　　　　2013年2月１5日発行　VOL.5


　　アグリパークは和光市の貴重な地域資源！


　　　　　　　みんなでつくる「農あるまち」　　　　　　


アグリパーク便り


　　　　　　　








　　市民参加で食品リサイクルを！　　　


① 台所の生ごみで、有機肥料をつくる。


② 減農薬・有機野菜の野菜を育てる。


③ 食卓にのせる。


④ ③で出た野菜の残渣を堆肥化する。


　 （①に戻る）


という流れのもと、生ごみ市民会議は活動しています。


　市民が直接生ごみ処理機へ投入、堆肥は農園グループが取り出し畑へ入れる、できた野菜は提供するという循環システムを行っています。





食品リサイクルは１石6鳥





①安全で豊かな食生活


②地域住民のふれあい


③自然にやさしい有機農法の推進


④資源の有効活用


⑤燃やすごみと焼却灰の削減


⑥生ごみを日をおかないで排出


 できる





新倉の市有地農園で野菜の無農薬・有機栽培。育った循還野菜を提供。





勤労青少年ホームに設置している堆肥化処理機で、約24時間後肥料に！





畑
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